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   とまこまい市議会だよりアンケート調査の集計結果について 

 
とまこまい市議会だよりの今後のあり方の参考とするため、令和２年４月から５月

にかけて、２，０００人の市民（１８歳以上９０歳未満）を対象にアンケート調査を

行いました。集計結果は次のとおりです。 

 
１ 「市議会だよりを読んだことがありますか」という設問に対して６９０人から回

答があり、「読んだことがある」という回答が４４７件で全体の６５％、「読んだこ

とがない」という回答が２４３件で全体の３５％となっておりました。読んだこと

があると回答した人を年代別に見ると、７０代以上が１１５人、６０代が１１４人

と多くなっており、また、読んだことがないと回答した人を年代別に見ると、１０

代（１８歳以上）から３０代までが８２人と特に多くなっていることから、年代に

より差があることがわかります。 

 
２ 発行回数についての設問に対して４４０人から回答があり、今までどおり「年４

回」が良いという回答が１９９件で全体の４５％となっており、次いで「年２回」

が１１４件で２６％、「発行しなくても良い」が６４件で１５％となっており意見

は分かれていますが、適した時期に情報発信をすることを求める意見が多いことが

わかります。 

 
３ 配布方法についての設問に対して４３３人から回答があり、「今までどおり全世

帯配布で良い」という回答が２６８件で全体の６２％となっており、このうち、６

０代で２９％、７０代以上で２８％と全体の６割となる一方で、１０代（１８歳以

上）から３０代までが１９人で７％と特に少ないことがわかります。 

 
４ 関心のある紙面についての設問に対して６６０件の回答があり、「定例会の概要」

という回答が１８７件と最も多く、「会派のページ」という回答が１０３件と最も

少なくなっていることから、会派の活動の発信方法について検討する必要もあると

考えられます。 

 



５ ページ数についての設問に対して４１４件の回答があり、「今までどおり（１２

ページ）で良い」という回答が２３７件で全体の５７％と最も多くなっており、次

いで「減らしたほうが良い」という回答が１６３件で３９％となっていることから、

現状維持もしくは減らす方向で考えることを求められていることがわかります。 

 
６ 読んだ印象についての設問に対して４９２件の回答があり、「内容によっては興

味を引いた」という回答が２８５件と最も多くなっております。 
また、読みやすくするために必要な工夫についての設問に対して５８１件の回答

があり、「記事を充実させる」という回答が２００件と最も多い結果となっており

ます。 

 
７ 情報発信の方法についての設問に対して９６４件の回答があり、「広報とまこま

いに掲載」という回答が３９５件と最も多く、年代による差はあまりない結果とな

っております。次いで「ホームページやＳＮＳ等の充実」という回答が２７３件で、

１０代から３０代までや４０代で多く、また、今までどおりの「市議会だよりの発

行」という回答が１３５件で、７０代以上で最も多くなっており、年代により情報

を受信する方法に違いがあることがわかります。 
  また、この設問に、前述の配布方法についての考察を加えると、「今までどおり

全世帯配布が良い」という回答の６割を占める６０代以上が紙面による情報を望ん

でいることがわかる一方で、１０代から４０代まではホームページやＳＮＳなどの

電子媒体を望んでいることがわかります。 

 
８ 市議会だよりを読みやすくするための工夫の設問における自由記載では、わかり

やすく工夫し、詳しく、興味を引く内容にしてほしいなどの意見があり、また、情

報発信の方法の設問における自由記載では、広報とまこまいなどの紙面への掲載や、

意見交換会などの直接的な伝達、ケーブルテレビやＳＮＳ等の活用などの意見もあ

りました。 
  さらに、意見・要望の自由記載については、市議会だよりに関するものが１２２

件あり、このうち、市議会だよりの発行に係る経費削減の意見が４６件と最も多く、

次いでＳＮＳ等の活用に関する意見が２１件となっておりますが、各種意見の中に

費用対効果に関することが多く書かれているなど、重要視すべきものと考えます。 

 
 以上、アンケート調査結果により、議会の情報発信は、適切な時期に、経費を削減

した形で、年代の違う市民に対する工夫や会派の活動の発信方法の見直しの検討をし、

情報発信の方法の変更が求められていることがわかる結果となりました。 
よって、編集委員会としては、議会の情報発信の方法について抜本的に見直す必要

があると考え、今後の市議会だよりのあり方について協議していただくべきと考えま

す。 


